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大田区地域福祉計画【平成31年度（令和元年度）～令和５年度】　社会福祉協議会の取組実績

大田区地域福祉計画の冊子の41ページで示す社会福祉協議会の役割に対する実績です。

事業名 概要 実績

■ボランティア活動受給調整

区民のボランティア活動の情報宣伝・登録・紹
介等を行う。

①ボランティア総登録数　個人：104名　団体：
128団体
②ボランティア保険加入者数　4,546名
③ボランティア活動に関する相談等　95件
④ボランティア紹介依頼　111件
⑤ボランティア広報掲載依頼　116件

■フードドライブ事業を活用した食料支援

一時的に経済的に生活困窮に陥る世帯に
対し食料を提供するために、ご家庭や企業・
団体の皆さんから、未利用の食料・食材を
集める活動を実施する。

【フードドライブ食品　総重量】
・各回収拠点・・・計15,460.14g（約15トン）

【社協（窓口）への持ち込み】
・寄付者数：453名　2,784.77㎏
【地域との連携フードドライブイベント】
・グランデュオ蒲田店と協働開催
・特別出張所（４か所）と協働開催
・団体、自治会・町会や商店会、企業の協力に
よるフードドライブ　計12,675.37㎏

地域活動団体の
立ち上げ支援・伴走支援

■地域福祉活動団体支援事業

幅広く地域福祉活動に取り組む民間団体を支
援するため、相談助言や広報活動の
支援、活動費を助成する。

①通年助成６０団体
②イベント助成１０団体
③トライアル助成４団体
④つどいの場助成７６団体

■助けあいプラットフォーム

多様化・複雑化する地域課題の
解決のために様々な機関・団体が参加し、
個ではできないより大きな力を発揮する
課題解決のためのプラットフォームを
設定する。
※令和２年度は、コロナ禍の中で、オンライン
を活用した試みを実施した。

①矢口地区　：開催回数４回(企画会)　　参加
人数延べ74名
いずみ園の地域交流スペースの活用の検討
及び、武蔵新田商店街のフラッグ取付け作業
等で多摩川小学校と連携。
②蒲田西地区：開催回数１回　　参加人数34
名
「外国籍住民への関わり・支援について」

■子ども食堂連絡会

連絡会を中心に、新たな子ども食堂の
立ち上げ相談、ボランティア紹介、
寄付食材の提供を行い、コロナ禍における
子ども食堂の運営をサポートする。

・連絡会開催数：３回
・新規登録団体：17団体（全54か所）
・大田区こども食堂マップ発行（7,000部）
・新規団体の立ち上げ相談： 24件
　うち17件立ち上げ済み

取組実績（令和５年度）
基本目標 社会福祉協議会の役割

地域活動団体のネットワーク化

ボランティア活動のマッチングと
継続的な相談支援

つながりが生まれる地域をめざします。1
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取組実績（令和５年度）
基本目標 社会福祉協議会の役割

■絆サポート（生活支援）

高齢者、産前産後、身体に障がいをお持ちの
方へ、日常的な家事をサポートする
ボランティアを派遣する。

年間延べ８，５５９件利用

■助っ人サービス（単発の困りごと支援）

地域のボランティアの方と、区民の方の
生活上のちょっとした困りごとを助ける
取組みである『助っ人サービス』を開始した。
シニア男性の地域での活躍の場を広げる
取組みにもなっている。

年間２９名利用

■ほほえみ訪問（高齢者の見守り活動）
地域のボランティアの方と、高齢者のお宅へ
月２回、見守りの訪問を実施する。

年間延べ７９世帯利用

■ほほえみごはん（子育て世帯への見守りと
食の支援）

子育て世帯へ、月２回、食料の支援と
家庭への見守り活動行い、
地域のボランティアの方を通じた
アウトリーチを実施する。

年間延べ１７１世帯利用

■子どもたちの居場所づくり事業（のびのび
事業/わくわくホーム事業）

子どもたちの居場所を、地域との協働により、
展開する。
①のびのび事業：小学校低学年の
不登校児の地域での居場所の確保を
目指し、食・学び・体験の機会の提供する。
②わくわくホーム：夏休み等の長期休暇の
期間中の子どもたちの居場所を提供する。

①のびのび事業
（不登校児の居場所・月1回開催）
　・実施回数：12回
　・参加者：65名
②わくわくホーム
（学校の長期休み中の居場所）
　・実施回数：2回
　・参加者：　14名

■地域からの個別相談対応

地域福祉コーディネーターは、
地域に出向き、個別の困りごとの相談や、
地域活動者への活動への相談の受け止めを
行い、適宜課題解決の支援を行う。

①・個別の相談支援実件数134ケース(令和4
年度237ケース)
   ・個別支援活動実件数　2074件※　(1ケース
あたり複数の支援項目あり。)
※内　参加支援延件数　408件
②・地域活動に対する重点継続支援実件数44
件
　・地域支援活動実件数3630件※（訪問の他
電話・Eメール等含む）
※内　地域づくり支援延件数　797件

■地域福祉コーディネーター機能の体制強化

大田区の地域ささえあい強化推進員８名との
連携強化し、定期的なエリア単位の
チーム会議や地域での協働の動きを意識し、
活動を展開。

①地域福祉コーディネーターの活動事例等を
まとめた「活動報告書」を作成（3,500部）
②地域福祉コーディネーター等実践報告会を
開催。（参加者110名）

地域福祉に携わる
人材の確保、定着、育成の側面支
援

■おおた福祉カレッジ（福祉人材育成PJ）

社会福祉法人の共通課題である福祉人材の
確保、育成、定着について、協議検討を行う。
また、各法人にて実施する研修等に
他法人職員も参加できるような仕組みを
構築している。

大田区社会福祉法人協議会について、昨年
度に引き続きエリアごとの活動に取り組んだ。
各エリア内にある社会福祉法人に参加を呼び
かけ、情報交換や勉強会などを実施した。福
祉人材PJについては未実施。今後、福祉人材
の確保、育成等への取組について再検討が
必要である。

地域の力を活用した
個別支援の充実とアウトリーチ

地域福祉コーディネート機能の強化

つながりが機能する地域をめざします。2
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取組実績（令和５年度）
基本目標 社会福祉協議会の役割

2 つながりが機能する地域をめざします。
地域福祉に携わる
人材の確保、定着、育成の側面支
援

■ふくしのしごと市（就職相談と面接会）

福祉人材の確保について、大田区社会福祉
法人協議会が共同して、
福祉の就職相談面接会を実施する。

10月29日（土）　会場：大田区役所201.202.203
出展法人：10法人
来場者数：41名
採用者数：2名

■れいんぼう事業（子ども学習支援事業）

ひとり親家庭の児童・生徒を対象の学習等を
通じた「生きる力」を習得を目的とした事業を
実施している。

■連携している社会福祉法人
大洋社・池上長寿園・大田幸陽会・大田社協
・延べ64名/計19回（れいんぼう大森）
・延べ68名/計14回（れいんぼう久が原）
■協力機関
・大森東民児協　・企業

■小地域圏域単位（エリア単位）の活動

常設のフードパントリー事業の協働で
運営する。

社会福祉法人池上長寿園、響会を中心に調
布地区の社会福祉法人協議会で田園調布、
嶺町地区でフードパントリーを実施。
実施回数２回　参加者89世帯

災害時の援助機能の充実 ■災害ボランティアセンター機能の推進

センター開設訓練を地域との連携の中、
実施する。

■普及啓発
　「関東大震災100年フォーラム」
　実施日：９月17日(日)（参加者：81名）
　実施場所：大田区消費者生活センター
■人材発掘・育成
　「災害ボランティア育成講座～初心者編～」
　実施日：８月６日（日）（参加者：27名）
　実施場所：六郷地域力推進センター・仲六郷
水防資機材センター
　「災害ボランティアバンク登録ボランティア交
流会」
　実施日：12月９日(土)（参加者：35名）
　実施場所：平和島公園キャンプ場
■運営強化
　「災害ボランティアセンター運営訓練（机上訓
練）」
　実施日：１月24日（水）（参加者：34名）
　実施場所：大田区社会福祉センター
　　　　　　　　４階　第一・二会議室

■家ボラの推進

令和2年度は、コロナ禍にて夏ボラの実施が
行えない代わりに、新たなボランティア活動の
カタチとして、お家でもできるボランティア
略して「家ボラ」を提案する。

２０２３夏体験ボランティア事業の中で実施。
①体験参加者１４１名
②家ボラ参加者１名（手作り雑巾）

■福祉体験学習用器材、ユニバーサルス
ポーツ用具の貸出

令和2年度は、新たにユニバーサルスポーツ
用具と講師派遣の新規事業を実施。スポーツ
を通じた福祉教育の推進にも取り組む。

①福祉体験学習用器材貸出　50件
②ユニバーサルスポーツ体験事業
ボッチャ　貸出：52団体　講師派遣：10団体
カーレット　貸出：17団体　講師派遣：4団体

福祉教育活動の支援

安心して生活できる地域を支えます。3

大田区社会福祉法人協議会の
活動の推進
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